IT企業Z社　システム部システム２課：課長　Cさん
14日：午前：支援目的調整面接／午後：惨事後MTG、個人カウンセリング
15日：午前：組織リーダーへの説明／午後：全体説明
＊聞かれて下記にないことは、自由に創作してください。
＊誤字脱字があると思いますが、つじつまを合わせてもらって構わないです。
＊また書いてあることと違っていてもOKです。他のチームのCL役と違っていても全く問題ないです。

CL像
　　４８歳　女性　夫子あり（子、小学６年生女子、３年生男子）、母親（実母）同居
　　Z社　勤続２４年　
　　昨年４月からシステム２課の課長。
　　通勤時間　４５分　残業月４５時間程度、8月からW社PJに参加したため８月は残業８０H弱
　　同居している実母が、家事や育児を手伝ってくれている

Ａさんとの関係性：Aさんの後輩。 10年前から同じ部署で、一緒に仕事をしたこと多数有
Aさんのことで知っていること
・同じPJで仕事を一緒に何度もしている。専門的な知識が多く、頼れる先輩。職人気質というか、自分でコツコツ仕事をすることが得意。PJの規模が大きくなったり、メンバが多くなると“指示するのが苦手なので、やりづらいな…”と言っていたのを聞いたことがある。Aさんはマネージメント職を辞退されたと聞いていたので、後輩なのに上司となってしまった。Aさんはすごくやりづらかったのではないかな…と思う。

・もともとW社PJの担当はMさんだった。Mさんから、支援メンバが欲しいと言われて、仕事がひと段落していたAさんに支援をお願いした。最初は、大きなPJへの参加を渋っていたが、B部長の口添えもあり、昨年１０月から参加をお願いすることになった。

・W社のお客様は非常に扱いにくいことは聞いていたが、Aさんからも“大変なお客だ”と文句を言われた。１2月以降は土曜日も休日出勤しており、勤務表を見る限りでも相当な負担だったのだろうと思う。年末に会話したときには、“胃が痛い”と笑って言っていたし、“お前が引きずり込んだよな…”と冗談ぽく言われたので、“なんとか、Aさんの力でお願いしますよ…”と冗談で返してしまった。

・４月に高時間外勤務の検診を受け、措置意見書が発行された（システムで回付された）。その後、保健師から連絡があり、「来月以降は毎月措置面談があるので、上長も同席してください」と言われた。面談では、Aさんから「途中で目が覚める」「熟眠感がない」「食欲がない」といった体調不良の訴えがあった。産業医は「残業時間をもっと減らしてください」と厳しい措置を提案したが、Aさんは「措置があると仕事が全くできない。厳しくしないでほしい」と懇願した。そのやり取りの結果、最終的に「時間外は月60時間以内、休日勤務は禁止」と調整された。
　面談終了後、自分だけ残されて「上司なんだからもっと仕事をコントロールしろ」「本人はああ言うが、あなたが減らさなければダメだ」と産業医から強く指導を受けた。この内容はB部長にも共有したが、仕事量の調整はPJのコントロール次第であり、PJリーダーのDさんにお願いするしかなかった。Dさんには何度も依頼したが「はいはい」と受け流され、実際には状況は改善しなかった。Dさんは能力が高く、自分にも周囲にも厳しい人で、周囲は何も言えない雰囲気があった。その中で産業医から厳しく求められる一方、自分にはコントロールできない部分も多く、「どうしたらいいのか」と怒りや無力感が湧いた。社長は「命より大切な仕事はない。困ったら上司に相談するように」と繰り返していたが、現場の状況は誰に相談しても変わらないと思えた。

・６月以降は「時間外は月60時間以内」という措置が正式に適用されたが、勤務表には「59.7時間」といった数字が並び、本当はもっと働いているのではと感じたが、何も言えなかった。７月中旬の措置面談では、産業医から「AさんをPJから外すこと」「メンタルクリニックを受診すること」を強く勧められた。Aさんも反論せず、限界に近いのだと感じた。すぐにB部長に相談し、B部長とDさんが調整して、自分が代わりにPJに入り、９月からAさんを外すことになった。驚きとともに、B部長から「課長業務はこちらで少し分担するから頑張ってくれ」と言われ、「大変なことになった」と不安を感じた。

・その後、Aさんに今後のことを話すと、Aさんは「申し訳ない」と何度も謝っていた。８月初旬から自分がPJに入り、引継ぎをお願いした。８月の措置面談でそのことを産業医に報告すると、産業医も少し安心した様子だった。また、メンタルクリニックの受診について確認したところ、産業医から紹介を受け、初診予約が９月初旬に取れていると聞いた。

・自分は８月初旬からPJに参加したが、AさんがPJから外れることは、措置面談が終了した８月中旬にPJメンバに正式に発表された。その場で、Aさんは、メンバに対しても“最後までやり遂げられず申し訳ない”と謝っていた。PJメンバもAさんが忙しく、少し体調が悪そうなことは感じていたようで、特に文句などいう人はいなかった。


当日の出来事
8月29日（金）
15時からW社での打ち合わせがあり、Aさんと一緒に会社からW社へ外出した。打ち合わせは、問題となっていたネットワーク関係の仕様について。本当は、ネットワーク所属のHさんも一緒に同行予定であったが、急遽同行できなくなった。ただ、Aさんもネットワークについては詳しい方なので、大丈夫だろうと思っていた（Aさんと２人で打ち合わせに参加）。何とか、問題については解決しそうな方向となり、打ち合わせは無事終了。１７時にW社から出て、駅に向かう途中で、“（Aさんが出席できる）最後の打ち合わせで、なんとか方向性がでてよかった。あとは頼むな・・”と言われた。駅で、Aさんとは、逆方向の電車に乗るため、挨拶をして別れた。
特に気になる様子はなかったと思うが、何か変化に気づくべきだったのか…。
その後、自宅に19時頃に到着。22時過ぎに、B部長から電話があった。「Aさんが亡くなった」と言われて、頭が真っ白になった。課長として、何かしないといけないのか…考えようとしたが、わからない。とりあえず、B部長が対応すると言われてホッとしたが、Aさんにぐるぐる考えて、まったく眠れない、朝になってしまった。家族には何も言えなかった。

8月３０日（土）、３１日（日）
Aさんのことを考えると何も手につかない感じがあった。ただ、夏休みの最後の週末ということもあり、子供の宿題の手伝いや買い物に行ったりして、気が付いたら土日が終わっていた。
食欲もなかったので、妻からは、“どうしたの？”と聞かれたが、何をどう言えばよいのかわからなかった。Aさんが亡くなったのは、自分のせいかもしれない。管理職には“安全配慮義務”があると教わった、もしかしたら、自分がその責任を問われて、会社を辞めなければならないのか…。

９月１日（月）
B部長と会話して、人事とのやりとりの状況や葬儀の情報を聞いた。この状況で、B部長はやるべきことを冷静にやっている、流石だと思った。以前、社員が亡くなった場合に、課長が家族との窓口を対応するように聞いていたが、自分が対応しなくてもよいのか疑問に思った。もしかしたら、自分が頼りないからB部長がやってくれているのか・・・。

　９：００－
毎日、９：００からＰＪ定例会議がある。そのタイミングで、B部長からＡさんのことを報告（亡くなったことを伝えた）。“自殺”とは言っていない。情けないことに、涙がでそうになったので、必死にこらえた。本当に自分は情けないと思った。

１３：００－
課員（システム２課メンバ）に臨時のオンライン昼礼を設け、B部長からＡさんのこと報告（亡くなったことを伝えた）。“自殺”とは言っていない。オンラインで参加されているメンバは、ビデオONではないので、どういう表情・反応なのか分からない。みんな何も言わなかった。どういう風に思っているんだろうか。出社しているメンバも数人いたが、泣き崩れる人もいた（PJメンバ以外の後輩・女性）。
B部長から、葬儀のお手伝いについてコメントがあったので、自分もお手伝いをすることを希望した。

９月２日（火）
Aさんの訃報がでた。システム部のほかの組織の課長やメンバから、“どうして？”“自殺したと聞いたけど？”と言われた。どう答えてよいかわからず、困った。B部長にもこのことを伝えたが、“自殺については何も言わない”のが方針だと言われた。

訃報をみた産業から連絡が健康管理室を訪問。状況を説明してくれといわれたので、知っていることを説明した。産業医からは、“産業医としては、何度もAさんへの配慮をお願いしていたのに・・・。会社の責任が・・・”と説教された。何も言えなかった。（産業医は、人事のほうから、自殺したと聞いていたようだ）

９月３日（水）
通夜。受付の手伝い（5人：システム2課　庶務の方、P、Q、Rとシステム１課　庶務の方）にお願いしていることもあり、夕方から斎場に行った。Ａさんの妻子の顔を見られない。
ひと段落した後、Ａさんの妻さんから声をかけられた。自分とB部長が呼ばれた。駐車場のところに行くと、妻さんとＡさんの実父がおられた。実父から、“管理者として何か気づいたことはなかったのですか？”“当日の状況は？”等、いろいろ聞かれた。“なんで気づかなったのか？”と責められているように思った。どれくらい話をしていたか覚えていないが、すごく長い時間だったように思う（実際は１５分程度）。最後のほうは何も言えなくなってしまった。遠巻きに、部下がこちらの様子をみているのもわかった。

９月４日（木）
告別式。今日も5人にお願いしているので、式前から斎場に行った。会社社長、人事部長は通夜も今日も参列されており、それだけ大変な状況なのだと再認識した。
午後から、会社に戻った。夕方、B部長からメンタルヘルスの専門家によるケアが入ることを聞いた。何をされるのだろうと不安になった。責任について追及されるのか…。

９月５日（金）～
PJでやらなければならないことが山盛り。Aさんのことを考える余裕もない。
PJメンバはAさんのことに何も触れない。ただ、Aさんの作った資料を見るたびに、思い出してしまうが、考えないようにしている。自分が最後に会った人だとみんな知っているだろうから、みんな自分のことをどう思っているのか・・・。

＜反応＞
当初：眠れない、食べられない、信じられない。亡くなった当日、夕方別れたときの場面を何度も思い出して、何か気が付かなければならなかったのか・・・とぐるぐる考えてしまう。
一方で、９月からPJを外れることが決まっていたし、メンタルクリニック受診の予約もしていたのに、何故？

翌日からの土日は、子供の世話もあったので、Aさんのことは考えないようにしていた。子供の夏休みの宿題が全然できていないとか、間違っていることに、いつも以上にイライラしている自分がいた。
9/1～１週間ほどは、葬儀の対応やPJの対応もあり、忙しかった。業務中はいろいろ考える暇がないくらい。夜は、少し眠れるようになったが、３・４時間程度。夢をみて起きてしまうこともある。

今気になっているところ、
何故、亡くなったのか。最後に挨拶したときに、異変に気づくべきだったのか。
メンタルヘルスケアのために、専門家が支援に入ると聞いた。なんだか怖い。
社長の“命より大切な仕事はない。困ったら、上司に相談するように…”という言葉は全く意味がない。表向きで言っているだけで、結局、人が亡くなってもこの会社は変わらないのではないかと思う。
上司の責任として、訴訟とかになったら、自分が責任を取る必要があるのかもしれない。会社を辞めなければならないのか…。（自分の）家族に申し訳ない。


＊組織図は、PDFで別にあります。
＊個人のIES-R/K-1０は　別途　WEBページからダウンロードできます。

　　　Cさんの　IES―R：　44点　　K-10：　27点
